
国際シンポジウム「原発災害と人権―法学と医学の協働」 

 

従来、放射能汚染の問題は、医学領域の専管事項であり、法学の領域からアプローチすることは困難

でした。しかし、原発事故から３年以上が経過し、放射能汚染の存在によって提起されている様々な社

会的な問題を（争いのある）医学的知見で画一的に解決しようとしても、被災者の受容するところにな

るのは難しいように思われます。 

本シンポジウムでは、放射能汚染が提起する問題を、人権という法学的な視点からアプローチし、医

学領域と法学領域の協働により、課題の解決に向けて問題群を整理し、解決に向けた方法論を探求する

ため、日本、フランス、欧州の法学者と医学者が報告を行い、議論を行います。 
 

日時：2014 年 10 月 14 日（火）-15 日（水） 

場所：早稲田大学国際会議場 

主催：比較環境法国際センター、リモージュ大学環境法・土地利用・都市開発学際研究センター、 

早稲田大学東日本大震災復興支援法務プロジェクト 

共催：早稲田大学比較法研究所 

後援：公益財団法人社会科学国際交流江草基金、フランス大使館、早稲田大学法学会 

言語：日仏同時通訳あり ただし、２日目の医学ワーキング・グループ・セッションのみ英語 

参加費：無料 

懇親会費：5,000 円 当日受付にて申し受けます 

 

会場案内：早稲田大学国際会議場（早稲田総合学術情報センター内） 

キャンパスマップ http://www.waseda.jp/jp/campus/waseda.html 

 

 

申込み方法：シンポジウム、懇親会とも下記 Web サイトから事前に参加登録をお願いします。 

https://ssl.form-mailer.jp/fms/52ebbdb2314010 

準備の都合上、9月 30 日（火）までにご登録ください。皆さまのご参加をお待ち申し上げております。 

 

お問合せ先：原発災害と人権シンポジウム事務局（genjin2014@gmail.com） 

 

○高田馬場駅より 

 都営バス（学 02）早大正門行き

西早稲田下車 徒歩 3分 

○地下鉄東西線早稲田駅より 

徒歩 10 分 

○都電早稲田駅より  

徒歩 2分 



プログラム（予定） 

 

１日目：10 月 14 日（火）9:30～18:00（9:00 開場）《井深大ホール、日仏同時通訳あり》 

9:30- 9:40 開会の挨拶 

9:40-12:50 第１部 原発災害、人権、法 

司会）高村ゆかり（名古屋大学教授） 

報告者）礒野弥生（東京経済大学教授）、Laurent Vassallo（ベジェ技術短期大学教授）、 

Thierry Bourgoignie（ケベック大学モントリオール校教授）、福田健治（弁護士）、 

Alfredo Pena-Vega（社会科学高等研究院ｴﾄﾞｶﾞｰﾙ・ﾓﾗﾝ研究所／ﾌﾗﾝｽ国立科学研究ｾﾝﾀｰ研究員） 

14:10-15:05 第２部 原子力安全規制の日仏比較 

司会）Laurent Vassallo（ベジェ技術短期大学教授） 

報告者）Hubert Delzangles（ボルドー政治学院教授）、首藤重幸（早稲田大学教授） 

15:15-17:20 第３部 放射線リスク 

司会）大久保規子（大阪大学教授） 

報告者）Olivier Clerc（コルシカ大学教授）、Yves Lenoir（ﾁｪﾙﾉﾌﾞｲﾘ/ﾍﾞﾗﾙｰｼのこどもたちの会代表）、 

Claudio Knusli（腫瘍学者）、松井英介（岐阜環境医学研究所所長）、下山憲治（名古屋大学教授） 

17:20-17:55 総括 

  司会）淡路剛久（立教大学名誉教授） 

  提言立案者）Michel Prieur（リモージュ大学名誉教授、比較環境法国際センター代表） 

  総括）村田光平（元駐スイス大使） 

 17:55-18:00 閉会の挨拶 

 

２日目：10 月 15 日（水）9:00～12:00（8:30 開場） 

9:00-11:30 法学ワーキング・グループ 

《井深大ホール、日仏同時通訳あり》 

司会）礒野弥生（東京経済大学教授） 

第１テーマ「緊急計画、避難システム、避難者」 

報告者）Michel Prieur（リモージュ大学名誉

教授、比較環境法国際センター代表）、 

杉田くるみ（フランス国立科学研究センター研

究員） 

第２テーマ「原子力損害賠償」 

報告者）淡路剛久（立教大学名誉教授）、 

野村豊弘（学習院大学名誉教授）、 

Jessica Makowiak（リモージュ大学教授） 

9:30-11:30 医学ワーキング・グループ 

《第三会議室、英語》 

テーマ「放射線曝露と健康への影響」 

司会）須網隆夫（早稲田大学教授）、 

Martin Walter（医師、核戦争防止国際医師会議

元代表） 

報告者）Claudio Knusli、高木和美（岐阜大学教

授）、坪倉正治（東京大学医科学研究所・南相馬

市立総合病院医師）、Martin Walter（医師、核戦

争防止国際医師会議元代表）、吉田邦彦（北海道

大学教授） 

 

11:30-11:55 全体会《井深大ホール、日仏同時通訳あり》 

司会）淡路剛久（立教大学名誉教授） 

法学ワーキング・グループ総括）Jessica Makowiak（リモージュ大学教授） 

医学ワーキング・グループ総括）Claudio Knusli（腫瘍学者） 

 11:55-12:00 閉会の挨拶《井深大ホール、日仏同時通訳あり》 


